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な
ぜ
今
、
聖
徳
太
子
な
の
か

　

社
会
の
教
科
書
で
も
お
な
じ
み
の
聖

徳
太
子
は
、
多
く
の
日
本
人
に
親
し
ま

れ
る
歴
史
上
の
人
物
で
す
。

　

２
年
後
の
令
和
４
年（
２
０
２
２
年
）

は
、
聖
徳
太
子
が
６
２
２
年
に
亡
く
な

ら
れ
て
１
４
０
０
年
目
の
節
目
の
年
を

迎
え
る
こ
と
か
ら
、
今
、
聖
徳
太
子
が

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

滋
賀
県
内
に
は
、
聖
徳
太
子
が
建
立

し
た
と
伝
え
ら
れ
る
48
カ
寺
（
太
子
48

院
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
太
子
ゆ
か
り

の
神
社
や
お
寺
な
ど
が
数
多
く
あ
り
、

そ
の
数
は
奈
良
や
大
阪
と
並
び
全
国
有

数
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
東
近
江
市
内

に
は
、
太
子
ゆ
か
り
の
社
寺
や
旧
跡
な

ど
28
カ
所
を
数
え
、
改
め
て
聖
徳
太
子

の
足
跡
が
色
濃
く
残
る
地
域
で
あ
る
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
２
年
後
の
御ご

お
ん
き

遠
忌
に
向

け
て
、
太
子
ゆ
か
り
の
社
寺
な
ど
市
内

の
関
係
者
が
一
致
協
力
し
、
近
隣
市
町

瓦屋寺は、聖徳太子が
四天王寺（大阪市）を

建立する際、箕作山の土で
瓦を焼き、その瓦を使って
寺を建立したことから瓦屋
寺と呼ばれています。造ら
れた瓦は、文献上では10万６千枚とされています。令和５年
10月から12月まで、聖徳太子御作の『千手観音』や『太子の２
歳姿を表した合掌仏（南無仏）』などの秘仏を50年ぶりに御

開帳の予定です。この地域
一帯には、聖徳太子ゆかり
の伝説が多くありますので、
御遠忌を機に神仏に祈り、
自らの心と向き合い、見つ
め直す機会になればと思っ
ています。今後は、御朱印
やスタンプラリーなど、東近
江地域の参拝ルートを巡っ
てもらえるような取り組みが
できればと考えています。

百済寺は、聖徳太子
が仏教を広く後世

に伝えるため、法隆寺（奈
良）、広隆寺（京都）、百済
寺（近江）の３カ所に分
散して建立したといわれ
ている寺院の一つです。百

く だ ら

済（韓国）からの渡来人のため
に創建され、606年に落

らっけいほうよう

慶法要が行われたと伝えられてい
ます。寺宝は、本尊十一面観世音菩薩（秘仏）や聖徳太

子孝
こうようぞう

養像などがあり、本尊
は根が付いたままの杉の巨
木に彫られていることから、
別名「植木観音」とも呼ばれ
ています。また、本寺は北
緯35.1度線上に位置し、熱
田神宮、太郎坊宮、比叡山、
次郎坊（鞍馬山）、百済（韓国
光州）がほぼ一直線上に並
んでおり、奇跡のパワーラ
インとなっています。

や
関
係
機
関
と
も
連
携
し
て
、
観
光
振

興
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
そ
の
中
心
と
な
っ
て
参
画

さ
れ
て
い
る
市
内
の
３
社
寺
の
皆
さ
ん

に
、
聖
徳
太
子
と
の
ゆ
か
り
や
今
回
の

事
業
に
向
け
て
の
思
い
を
語
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

観
光
物
産
課
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全
国
一
の
分
布
密
度

　

聖
徳
太
子
ゆ
か
り
の
歴
史
文
化

遺
産
（
寺
院
、
堂
、
神
社
、
史
跡
、

地
名
、
伝
承
）
の
数
は
、
県
内
に

１
６
０
カ
所
以
上
と
お
そ
ら
く
全

国
で
最
も
多
く
、
分
布
密
度
が
高

い
の
が
特
徴
で
す
。
東
近
江
エ
リ

ア
は
、そ
の
う
ち
約
６
割
を
占
め
、

県
内
で
最
も
色
濃
く
残
っ
て
い
る

地
域
で
す
。

　

聖
徳
太
子
は
、
外
国
文
化
を
積

極
的
に
取
り
入
れ
、
仏
教
を
日
本

に
広
め
た
祖
と
し
て
信
仰
の
対
象

と
な
っ
た「
正
」の
イ
メ
ー
ジ
し
か

な
い
ま
れ
な
歴
史
上
の
人
物
で
す
。

　

今
回
の
観
光
振
興
事
業
の
取
り

組
み
を
契
機
と
し
て
、
近
江
と
聖

徳
太
子
の
よ
り
具
体
的
な
伝
承
を

ひ
も
と
き
、
関
係
性
を
探
っ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

聖
徳
太
子
に
思
い
を
は
せ
て

　

滋
賀
県
は
、
古
来
か
ら
渡
来
人

が
入
植
し
、
も
の
づ
く
り
や
土
木

の
先
端
技
術
を
導
入
し
、
豊
か
な

地
域
が
つ
く
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

聖
徳
太
子
が
仏
教
で
国
造
り
を
進

め
る
際
に
、
こ
う
し
た
東
近
江
地

域
の
先
進
性
と
豊
か
さ
に
目
を
付

け
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
う

し
て
近
江
に
積
極
的
に
進
出
し
た

結
果
、
聖
徳
太
子
ゆ
か
り
の
旧
跡

が
全
国
的
に
見
て
も
濃
厚
に
残
る

地
域
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

東
近
江
市
の
太
子
ゆ
か
り
の
社

寺
な
ど
に
つ
い
て
は
、
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
「
聖
徳
太
子
Wo
探
せ
」
で
詳

し
く
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
機
に
、
ぜ
ひ
一
度
ご
覧

く
だ
さ
い
。
今
回
ご
紹
介
し
た
以

外
に
も
、
わ
が
ま
ち
に
は
、
ま
だ

ま
だ
た
く
さ
ん
の
聖
徳
太
子
の
足

跡
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ぁ
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
片
手
に
、

わ
が
ま
ち
東
近
江
探
検
に
繰
り
出

し
ま
し
ょ
う
。

ＮＰＯ法人歴史資源開発機構　
ヘリテージマイスター
大沼芳幸さん

Interview
東近江市

聖徳太子
×

釈迦山 百
ひゃく

済
さい

寺
じ

【国史跡】
濱中亮明 住職

太郎坊宮は、正式名称を阿
賀神社といいます。この「太

郎坊」とは、阿賀神社を守護す
る天狗の名前であると伝わって
います。本殿は、市内が一望で
きる赤神山の中腹にあります。こ
の山は岩山で、山自体が信仰の
対象として崇拝されています。神
社の縁起によると、聖徳太子をはじめ、伝教大師最澄

や源義経などのこの山への
信仰が太郎坊宮の歴史の始
まりと伝えられています。当
神社は、聖徳太子が国家の
安泰と人々の幸福を祈願し
て創建されたといわれてい
ます。いろいろな由来や言
い伝えなど物語があります
が、おのおのに受け止めて
信仰してもらえればと思って
います。

太郎坊宮
奥田素之 宮司

パンフレット「聖徳太子
Wo探せ」は、市観光協
会や近江鉄道の各駅に
設置しています。

太子君

瓦屋寺（建部瓦屋寺町）太郎坊宮（小脇町） 百済寺（百済寺町）

“奇跡のパワーライン”って知ってる？

石崎山 瓦
か わ ら や じ

屋寺
藤澤弘昭 住職

東
近
江
か
ら
発
信　
聖
徳
太
子
１
４
０
０
年
悠
久
の
近
江　

魅
力
再
発
見

ゆ
か
り
の
数
だ
け
、魅
力
が
あ
る
！

聖
徳
太
子
と
の
物
語
を
つ
む
ぐ

　日本地図を眺めていると、あることに気が付きます。
　西から順に、龍雲寺（韓国光州）、鞍馬山次郎坊（京都市）、寂光
院（京都市）、比叡山延暦寺（大津市）、太郎坊宮（東近江市）、百
済寺（東近江市）、熱田神宮（名古屋市）が位置し、これらの寺社
は、すべて北緯35.1度線上に存在します。この偶然とも思える配置は、
実は意識した配置という説があり、「奇跡のパワーライン」と呼ばれ
ています。韓国の龍雲寺本尊は、百済寺本尊と同じ杉で彫られたと
伝わります。渡来人が「奇跡のパワーライン」の潮流に乗せ、海を越
えて東近江の地に先進の技術と文化を伝えたのではないでしょうか。
 （百済寺　濱中住職 談）

※
聖
徳
太
子
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
使
用
に

　
関
し
て
は
、
許
諾
が
必
要
で
す
。
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